
＊シンギュラリティとは、人工知能(AI)が人類の知能を超える転換点。2045年に迎えるという説がある。 

 

“定着”と“自信”で 夢に近づく 
～３学期を迎えて～ 

校長 竹中  学 
新しい年になってから、今後の学校教

育について聞く機会がありました。また、

幾つかの講演やシンポジウムの報告を昨年末に読みま

した。そこに、共通していることを見つけました。そ

れは、「夢をもつことの大切さ」「夢の実現のためにど

うすればよいか」ということです。世の中に「夢」を

大切にしようとしている風潮があると感じます。本校

の１０年来続く教育目標には「夢をもち～」とあるの
で、そのトップランナーではないかと思います。 

小学校には、明確な夢をもっている子もいれば、そ

うでない子もいます。けれども、「こうなりたい」「こ

んなことができるようになりたい」という夢、目標に

向かっていくときのエネルギーになるのではないかと

次の２つのことを３学期には力を入れていきます。（こ

れは、２学期末に“花と実”を来年度につなげるため

にと考えたことです。） 

 定着 ＝ しっかりつく・簡単に離れなくなる  

ある日の１年生の算数。百マス計算（マスを減らし

た簡易版）をしていました。これは、縦と横の数字を

見ながら足し算や引き算をした答えをマスに書いてい

き、できるだけ速くマスを埋めるというものです。何

回も繰り返すことで計算力が定着していきます。単な

る計算力を身に付けるだけでなく、計算の仕組みを理

解する力を高めます。また、集中力を高めるのに役立

ちます。それが、例えば漢字を覚えるなど他の学習に

も波及していくと考えています。そうして、学んだこ

とが定着する方法を体得させたいです。 

その他にも、繰り返したり続けたりする学習を進め、

定着を図ります。 

 自信 ＝ 自分の力、ねうち、正しさを固く信じて疑わないこと  

ある日の高学年教室。５年生の子たちは、６年生を

送る会についての段取りをしていました。大枠が決ま

ってきたので、各学級にどのように説明したらよいか

考えていました。そして、分担し、当日のプログラム

や依頼内容を書いたプリントをもとに話す練習を始め

ました。 

; 内容について理解しておく 
; 滞りなく話せるようにしておく 
これらは、自信をもって伝えるために大事な過程で

す。人前で話すというのは、緊張します。しかし、緊

張していても話しきることができるためには、こうし

た事前の取り組みが必要です。そして、話しきること

ができれば自信となります。さらに、周囲から認めら

れるとその自信はより強固になると考えています。 

自信をつけるための取り組みを行い、認め合える場

を設けていきます。 

 

ところで、子どもたちが夢を実現する頃は１０年か

ら２０年後でしょうか。前述した講演などから、今の

子どもたちが大人になる時代を見越した教育の必要性

を再確認（今までも聞いていたのですが改めて実感し

ました）しました。＊シンギュラリティがくるときに、

今の小学生は社会の中核となっています。今ある多く

の仕事がロボット(AI)に取って代わっているでしょう。
本当に人間が為すべき仕事は何か考えなくてはなりま

せん。そこで生き抜くための力を育む必要があります。

子どもたちの夢の実現のために、今学ぶべきことを精

査していきたいと思いました。 

 

∞∞∞ 注目！若い人のエネルギー ∞∞∞ 

最近、いろいろな分野で若い人の活躍、今後に期待させる姿を目にしました。 

$ 中邑 菫さん(10歳)。囲碁界、史上最年少のプロ棋士になることが決まりました。 
$ 大坂 なおみさん(21歳)。つい先日、全豪オープンで優勝。世界ランキングで１位になりました。 
$ 根尾 昂さん(18歳)。飛騨市河合村出身で、中学時代にはスキーで全国優勝した経験があります。
大阪桐蔭高校からドラフト一位で中日ドラゴンズに入団しました。 

これらの若者は、多くの人に希望と勇気を与えてくれます。人ごとですが、活躍する姿を見ると、こちらも

嬉しくなります。年配の人の味ある仕事ぶりにも感服することがありますが、若い人には、これからという伸

びしろも感じます。そして、何よりも教育に携わる者としては、若い人たちのエネルギーがどのように生み出

されているのかということを学び、目の前の子どもたちに少しでも還元したいと思うのです。 
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＜１月の活動から＞
○書き初め会 1/11(金)

文字の上達を願って、１・2年生は硬筆
を教室で、３～6年生は毛筆を１階ホール
で、各学年の課題の文字を書きました。
2学期末の授業や冬休みの課題として練

習してきましたが、本番は3枚という限ら
れた枚数です。ピンと張りつめた空気の中
で、どの児童も真剣に取り組みました。こ
れからも、緊張するような取り組みの場面
を設定し、その緊張にうちかつ力を育てて
いきます。
＜校内書き初め会＞

纐纈 さん（６年）金賞
纐纈 さん（５年）
纐纈 さん（４年）
舘林 さん（３年）
平井 さん（２年）
植木 さん（１年）
山内 さん（１年）
纐纈 さん（６年）銀賞
舘林 さん（５年）

○薬物乱用防止教室 1/23(水)

５・６年生が、学校薬剤師の安藤先生か
ら、薬物の危険性についてお話ししていた
だきました。
授業では違法薬物に関わらないために大

切なことや、たばこの害についても先生か
ら教えていただきました。
若年者の薬物乱用は、今日的な課題にな

。 、っています 今後も薬物の危険性について
小学校での指導を行っていきます。

○マイブックづくり 1/25(金)

巡回学校図書館司書の安江先生にマイブ
ックづくりのご指導をいただきました。
氏名の文字が先頭につく詩を考え（おい

うえお作文みたいに 、飛び出す絵本のよ）
うに飾り付けをして本を作りました。

、詩を考えるのにやや苦労していましたが
全員が素敵な本を完成させることができま
した。

表彰
＜第30回読書感想画コンクール(岐阜県)＞

纐纈 さん（３年）優秀
長谷部さん（６年）佳作
舘林 さん（３年）
西尾 さん（１年）

２・３月の予定
＜２月＞
５日（火）命の授業
７日（木）スクールカウンセラー来校

学校徴収金振替日
11日(月）建国記念の日
13日(水）ノーテレビ週間(19日まで)
16日(土）授業参観・ＰＴＡ総会
18日(月）振替休業日
＜３月＞
１日（金）６年生を送る会

学校運営協議会
21日（木）春分の日
25日（月）卒業証書授与式
26日（火）修了式
27日（水）～４月７日（日） 春休み


